
（別紙３）

～ 2025年11月20日

（対象者数） 67 （回答者数） 62

～ 2025年11月20日

（対象者数） 21 （回答者数） 20

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・専門的な研修の充実と実践。

2

・毎日のミーティングで今後も共有していく。

3

・季節イベントや他教室の成功例を積極的に取入れていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修や他機関の専門家に訪問いただきアドバイスを受ける

機会を設ける。

2

・すだれやカーテンの設置。最悪改修工事が必要。

3

・専門職が多く在籍している。

・教室に在職期間の長い職員が多い。

・細かい利用児童の分析。

・子どもの発達状況の共有が密に出来ている。 ・職員間での共有をしっかり行い、常勤であれば誰でも保護

者と伝え合いが出来る。

・プログラムの充実 ・プログラム案と検討のミーティングを行い、マンネリ化し

ないように新たなプログラムも順次取り入れている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・他機関との連携が不足していると感じる。 ・同じ専門職の考えにかたよりがちになってしまう。

・教室への出入り口が道路に直面しており、不審者侵入経路

が容易すぎる。また、窓も道路面しかなく換気が悪いので換

気の為に出入口を開放したいが、不審者対策に不安。

災害時を想定しても非常口がない。

・換気する窓が出入り口のドアしかない。

2025年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年12月21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら川崎港町教室

○保護者評価実施期間
2025年10月11日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


